
令和４年（２０２２年）１０月２６日 
 
 
 
 
 
 
 

「令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」結果 

について（熊本県） 

 文部科学省から標記調査結果が公表されましたので、主な調査項目について、本県の国公私立の

小・中・高・特別支援学校（熊本市含む。）の結果について、調査項目と合わせ次のとおり報告し

ます。なお、（ ）内は前年度との比較です。 

 

１ 暴力行為の状況について 

  「暴力行為」とは、「自校の児童生徒が、故意に有形力（目に見える物理的な力）を加える行

為」をいい、被暴力行為の対象によって、「対教師暴力」・「生徒間暴力」・「対人暴力」・「器

物損壊」の四形態に分ける。 

全 

国 

（国公私立小・中・高等学校） 

暴力行為の発生件数は約７万６千件で、前年度より約１万件増加し、児童生徒１千人当た

りの発生件数は６．０（＋０．９）件である。 

小学校：48,138（+7,082）件、中学校：24,450（+3,157）件、高等学校： 3,853 

（+1）件で、合計：76,441（+10,240）件 

本 

県 

（国公私立小・中・高等学校） 

 暴力行為の発生件数は２７４件と、前年度より５７件増加し、児童生徒１千人当たりの発

生件数は１．４（＋０．３）件である。 

小学校：130（+62）件、中学校：91（-21）件、高等学校：53（+16）件で、合計： 

274（+57）件 

○ 全国的には小学校における暴力行為が近年大幅に増加している。令和２年度は減少していた

が、令和３年度は増加した。本県の国公私立小・中・高等学校の暴力行為発生件数は、小学校

で６２件増加、中学校で２１件減少、高等学校で１６件増加であった。小学校における暴力行

為の内訳は、対教師暴力３８（＋２３）件、生徒間暴力７４（＋３４）件、対人暴力４（＋１） 

 件、器物損壊１４（＋４）件となっている。 

○ 近年、自制心や忍耐力が十分に育っておらず衝動的に行動する小学生の増加が懸念されてい

る。また、新型コロナウイルス感染症のストレス等も増加の一因と考えられる。 
 

２ いじめの状況について 

「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児

童生徒と一定の人間関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（イン

ターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身

の苦痛を感じているもの」をいう。 

全 

国 

（国公私立小・中・高等・特別支援学校） 

小・中・高等・特別支援学校における、いじめの認知件数は約６１万５千件と、前年度よ

り約９万８千件増加し、児童生徒１千人当たりの認知件数は４７．７（＋８．０）件であ 

る。 

また、いじめの解消率は８０．１％（＋２．７ポイント）である。 

なお、重大事態の発生件数は７０５（＋１９１）件である。 

小学校：500,562（+79,665）件、中学校：97,937（+17,060）件、高等学校：14,157

（+1,031）件、特別支援学校：2,695（+432）件で、合計：615,351（+98,188）件 

《解禁》 

ラジオ・テレビ  令和４年（２０２２年）１０月２７日（木）午後５時 

文部科学省ＨＰ  令和４年（２０２２年）１０月２７日（木）午後６時 

新 聞      令和４年（２０２２年）１０月２８日（金）朝刊 
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本 

県 

（国公私立小・中・高等・特別支援学校） 

小・中・高等・特別支援学校における、いじめの認知件数は５，３０９件と、前年度より 

３６８件減少し、児童生徒１千人当たりの認知件数は２７．３（－１．８）件である。 

また、いじめの解消率は、８７．２％(－０．７ポイント）である。 

なお、重大事態の発生件数は２３（＋１６）件である。 

小学校：3,949（-428）件、中学校：868（-6）件、高等学校：378(+40）件、特別支

援学校：114（+26）件で、合計5,309（-368）件 

○ 全国では、令和２年度は全校種で大幅な減少となったが、令和３年度は全校種で増加した。

本県については、小学校、中学校では減少、高等学校、特別支援学校においては増加している。 

○ 「熊本県いじめ防止基本方針」において、情報集約担当者を各学校におくことを定めており、

情報集約担当者を中心に組織内で迅速な情報共有を図り、積極的な認知や早期の対応につなげ

ていくように指導・助言を行っていく。 

 

３ 小・中・高等学校の長期欠席（不登校等）の状況について 

令和元年度までは年度間に「欠席日数」３０日以上の児童生徒を長期欠席としていたが、令和

２年度から「児童・生徒指導要録」の「欠席日数」欄及び「出席停止・忌引き等の日数」欄の合

計の日数により、年度間に３０日以上登校しなかった児童生徒を長期欠席としている。また、長

期欠席は、その理由により「病気」・「経済的理由」・「不登校」・「その他」に分類されてい

たが、令和２年度から「新型コロナウイルスの感染回避」が追加された。 

 

全 
国 

（国公私立小・中学校） 

小・中学校における長期欠席者数は約４１万４千人で約１２万６千人の増加。このうち、

不登校児童生徒数は約２４万５千人と、前年度より約４万９千人増加した。長期欠席者に占

める割合は５９．２％（－９．０ポイント）、在籍者数に占める割合は２．６％（＋０．６

ポイント）である。１千人当たりの不登校児童生徒数は、２５．７（＋５．２）人である。 

長期欠席者  小学校： 180,875人【うち不登校 81,498（ +18,148）】、中学校：

232,875人【うち不登校163,442（+30,665）】で、合計413,750人【うち不登校244,940 

(+48,813)】、在籍者数に占める割合は、小学校：2.9％【うち不登校1.3％(+0.3ﾎﾟｲﾝ

ﾄ)】、中学校：7.1％【うち不登校5.0％（+0.9ﾎﾟｲﾝﾄ）】で、合計：4.3％【うち不登校2.6

％（+0.6ﾎﾟｲﾝﾄ）】 

新型コロナウイルスの感染回避 小学校：42,963人 中学校：16,353人 

（国公私立高等学校）                                                 

 高等学校における長期欠席者数は約１１万８千人と、前年度より約３万８千人増加

した。このうち、不登校生徒数は約５万１千人で、前年度より約８千人増加した。長

期欠席者数に占める割合は４３．１％（-１０．４ポイント）、在籍者数に占める割合は１．

７％（＋０．３ポイント）である。１千人当たりの不登校児童生徒数は、１６．９ 

（＋３．０）人である。 

長期欠席者： 118,232人【うち不登校50,985(+7,934)】、在籍者数に占める割合は、

3.9％【うち不登校1.7％（+0.3ﾎﾟｲﾝﾄ）】 

新型コロナウイルスの感染回避 12,388人 

本 

県 

（国公私立小・中学校） 

小・中学校における長期欠席者数は６，１４１人と、前年度より１，９３９人増加してい

る。このうち不登校児童生徒数は４，１５１人で、前年度より１，１５５人増加している。

長期欠席者数に占める割合は６７．６％（－３．７ポイント）、在籍者数に占める割合は、

２．９％（＋０．８ポイント）である。１千人当たりの不登校児童生徒数は、２８．５（＋

７．９）人である。 



 

長期欠席者  小学校：2,338人【うち不登校1,309（+420）】、中学校：3,803人【うち不登

校2,842（+735）】で、合計6,141人【うち不登校4,151（+1,155）】  

在籍者数に占める割合は、小学校：2.4％【うち不登校1.4％（+0.5ﾎﾟｲﾝﾄ）】、中

学校：7.8％【うち不登校5.8％（+1.4ﾎﾟｲﾝﾄ）】、合計：4.2％【うち不登校2.9％ 

（+0.8ﾎﾟｲﾝﾄ）】 

新型コロナウイルスの感染回避 小学校：429人 中学校：147人 

（国公私立高等学校） 

高等学校における長期欠席者数は１，９９０人となっている。このうち不登校生徒

数は５７８人で、前年度より３１人減少している。長期欠席者数に占める割合は 

２９．０％、在籍者数に占める割合は１．３％（－０．１ポイント）である。１千人当たり

の不登校児童生徒数は、１３．２人である。 

長期欠席者  1,990人【うち不登校578（-31）】 

新型コロナウイルスの感染回避 541人 

○ 全国的には、小・中学校の不登校児童生徒数が９年連続で増加している。本県の国公私立小・

中学校の不登校児童生徒数も９年連続で増加している。本県の高等学校は３年連続で減少して

いる。 

○ 不登校に対しては、魅力ある学校づくりにより不登校を出さない環境づくりに取り組む未然

防止の活動を行っている。また、学校を休み始めた初期の対応が重要であることから、「愛の

１・２・３運動＋１」の推進、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門

家を早い段階で活用するなど早期対応を行っている。さらに、市町村が設置する教育支援セン

ターやフリースクール等の民間施設との連携による児童生徒の居場所づくりなど自立支援に

も取り組んでいる。 
 

４ 中途退学の状況について 

全 

国 

（国公私立高等学校） 

 高等学校における中途退学者数は３８，９２８人と、前年度より３，９６３人増加し、中

途退学者の割合は１．２％（＋０.１ポイント）である。 

本 

県 

（国公私立高等学校） 

 高等学校における中途退学者数は４２２人と、前年度より９８人増加し、中途退学者の割

合は０．９％(＋０．２ポイント )である。 

○ 令和２年度と比較すると、全国的に中途退学者数は増加しており、本県国公私立高等学校に

関しても増加している。各学校において、教育相談部、生徒指導部、学年主任、養護教諭、担

任等が日ごろから連携を取り合いながら、生徒理解のための情報交換や、早い時期から専門家

を活用するなど悩みを抱えた生徒の早期発見と早期対応を呼びかけている。 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 
教育庁県立学校教育局学校安全・安心推進課  
 審議員 木山 邦博 （内線６７９１） 
電話：096-333-2720(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

総務部総務私学局私学振興課 
 課長補佐 篠田 仁（内線３２０９） 
電話：096-333-2064(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

熊本市教育委員会事務局学校教育部総合支援課 
課長  須佐美 徹 
電話：096-328-2743(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 



１　暴力行為の発生件数 単位：件

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

小学校 2 2 3 4 26 15 38

中学校 15 35 20 15 17 13 17

高校 7 3 1 4 9 3 4

計 36 40 39 28 34 26 37 24 40 24 23 52 31 59

小学校 8 13 16 23 90 40 74

中学校 104 112 129 88 67 79 46

高校 45 46 45 72 42 26 41

計 181 161 207 173 152 151 158 157 171 190 183 199 145 161

小学校 1 0 1 1 0 3 4

中学校 10 3 4 8 2 5 9

高校 6 4 2 4 0 2 0

計 15 21 25 21 14 15 12 17 7 7 13 2 10 13

小学校 5 2 3 5 18 10 14

中学校 17 25 21 24 36 15 19

高校 17 5 9 18 17 6 8

計 65 64 53 39 44 38 29 39 32 33 47 71 31 41

小学校 16 17 23 33 134 68 130

中学校 146 175 174 135 122 112 91

高校 75 58 57 98 68 37 53

計 297 286 324 261 244 230 236 237 250 254 266 324 217 274

本県 1.4 1.4 1.6 1.3 1.2 1.1 1.2 1.2 1.3 1.3 1.4 1.7 1.1 1.4

全国 4.2 4.3 4.3 4.0 4.1 4.3 4.0 4.2 4.4 4.8 5.5 6.1 5.1 6.0

２　いじめの認知件数、解消率、いじめ防止対策推進法第２８条第１項に規定する「重大事態」の発生件数

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

小学校 4,604 4,421 4,127 4,887 3,864 2,549 1,847 1,308 1,352 1,041 3,646 4,679 4,377 3,949

中学校 1,678 1,369 1,098 1,489 1,349 872 780 704 815 820 1,240 1,261 874 868

高校 735 590 543 425 732 486 407 414 433 470 587 517 338 378

特支 36 31 28 31 28 18 23 22 31 78 97 82 88 114

計 7,053 6,411 5,796 6,832 5,973 3,925 3,057 2,448 2,631 2,409 5,570 6,539 5,677 5,309

97.2 98.1 97.5 96.9 96.3 94.4 96.6 92.7 96.1 91.7 87.9 87.2

本県 32.7 30.1 27.6 32.9 29.1 19.1 15.0 12.1 13.1 12.1 28.2 33.3 29.1 27.3

全国 6.0 5.1 5.5 5.0 14.3 13.4 13.7 16.5 23.8 30.9 40.9 46.5 39.7 47.7

本県 7 23

全国 197 477 349 442 523 690 818 514 705

３　不登校児童生徒数 単位：人 単位：人

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

小学校 237 214 218 197 182 250 278 300 388 438 615 771 889 1,309

中学校 1,454 1,347 1,282 1,297 1,100 1,165 1,316 1,314 1,422 1,504 1,713 1,913 2,107 2,842

高校 849 1009 901 861 958 984 818 790 768 774 842 633 609 578

計 2,540 2,570 2,401 2,355 2,240 2,399 2,412 2,404 2,578 2,716 3,170 3,317 3,605 4,729

小学校 2.1 2.1 1.9 1.8 2.5 2.8 3.1 4.0 4.5 6.3 7.9 9.2 13.6

中学校 24.3 23.7 24.2 20.9 22.3 25.5 25.7 28.4 30.5 35.5 40 43.6 58.1

本県
小中学校

10.5 9.8 9.6 9.6 8.4 9.4 10.6 10.8 12.3 13.2 15.9 18.4 20.6 28.5

全国
小中学校

11.8 11.5 11.3 11.2 10.9 11.7 12.1 12.6 13.5 14.7 16.9 18.8 20.5 25.7

本県高校 16.0 19.2 17.3 16.8 18.9 19.8 16.6 16.3 15.9 16.2 17.9 13.8 13.6 13.2

全国高校 15.8 15.5 16.6 16.8 17.2 16.7 15.9 14.9 14.6 15.1 16.3 15.8 13.9 16.9

４　高等学校中途退学者

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

1,153 1,130 882 961 846 880 739 645 600 561 566 435 324 422

2.2 2.2 1.7 1.9 1.7 1.7 1.4 1.3 1.2 1.1 1.2 0.9 0.7 0.9

2.0 1.7 1.6 1.6 1.5 1.7 1.5 1.4 1.4 1.3 1.4 1.3 1.1 1.2全国中途退学率（％）

認知件数
（件）

解消率（％）

国公私立小・中・高・特支
１千人当たりの認知件数（件）

国公私立小・中・高・特支
「重大事態」の発生件数（件）

不登校
児童生徒数

国公私立小・中・高
1千人当たりの不登校者数

本県中途退学者数（人）

本県中途退学率（％）

添付資料

「令和３年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」
～熊本県の国公私立学校の結果について～

対教師暴力

生徒間暴力

対人暴力

器物損壊

合計

国公私立小・中・高
１千人当たりの発生件数

熊本県教育庁学校安全・安心推進課
熊本県総務部私学振興課
熊本市教育委員会総合支援課


